
































































 まずここで取り上げる企業 TCL，ハイア 
ール，パナソニックの現地法人について概
略紹介しておこう． 





た．TCL は 2004 年 9 月よりテレビの現地生
産を開始し，中国から関税ゼロでテレビ部
品を輸入し，タイでそれらを組み立てると
いう KD 生産の形で参入した．また TCL は
2002 年にタイに事務所を設立，市場調査等
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インド，ロシア，メキシコに次ぐもの）．現





ハイアール集団は，2002 年 11 月に現地の
家電メーカーである DISTAR 社との合弁会





























資本 Siew & Co.が 51.35％出資）が設立され
た．2008 年現在，統括会社・持株会社のも
とに製造企業 20 社，販売企業 4 社，R＆D
会社 1 社，・金融保険会社 4 社がある．その




社である PST（1970 年設立，松下と Siew & 
Co.の合弁）はテレビを，PAT（1984 年設立，







































17％， ④日立 14％，⑤サムスン 11％
⑥シャープ 6％，⑦サンヨーユニバー
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  図 1．タイにおける家電製品生産               （単位：万台） 
 












1 TCL  
旧トムソンの現地工場の生産能力は年
250～300 万台規模であり，主に CRT テレビ
および LCD テレビをそれぞれ約 10 機種生
産している．中心は CRT テレビである． 
しかし，近年の CRT テレビの需要減少で
生産規模は縮小している．TCL 販売会社の
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規模の冷蔵庫生産拠点であった），2007 年


























































は 30 日から 90 日のあいだで平均 60 日（期
間 60 日の取引が全体の約 60％を占める）






45 万台，冷蔵庫 60 万台であった．CRT テ
レビの需要減に応じてパナソニックは 2007



















































ラー・店舗約 300 社（うち華人経営が 60～

























































































































































































筆者作成  数字は売上（単位: 億バーツ，2007）（ ）内の数字は家電製品の売上 








いえる（図 2 を参照）． 
 
 






1  Panasonic Thailand Holding Co.（PTHC） 
2008 年 9 月 3 日 
2  Haier Electric Thailand（Kabinburi 工場） 
2008 年 9 月 2 日 
3  TCL Electronics（Thailand） 2008 年 9 月 1
日 
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